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アドミッション・ポリシー

　名古屋工業大学大学院では，「ものづくり」，「ひとづくり」，「未来づくり」

を教育・研究の理念・目標に掲げ，工科系大学の世界拠点として，異分野と

の融合による新たな科学技術を創成し，有為の人材を世に送り出す工科大学

構想を進めています。そこで，次のような学生を広く求めています。

1．広範な工学分野の専門知識を習得することが可能な基礎学力をもつ人

2．既成概念にとらわれることなく自ら新しい分野を開拓できる，積極的

かつ柔軟な思考をもっ人

3．未来の工学を先導することに強い意欲をもつ人
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平成28年度大学院工学研究科（博士後期課程）学生募集要項

本学大学院工学研究科（博士後期課程）の学生を次のとおり募集します。

］　募集専攻及び募集人員

　　　　【第1次募集】

募　集　専　攻 募集人員

物質工学専攻 5名

機能工学専攻 5名

情報工学専攻 5名

社会工学専攻 4名

未来材料創成工学専攻 12名

創成シミュレーション工学専攻 8名

共同ナノメディシン科学専攻 3名

【第2次募集】

募　集　専　攻 募集人員

物質工学専攻 若干名

機能工学専攻 若干名

情報工学専攻 若干名

社会工学専攻 若干名

未来材料創成工学専攻 若干名

創成シミュレーション工学専攻 若干名

共同ナノメディシン科学専攻 若干名

※共同ナノメディシン科学専攻は，名古屋市立大学との共同大学院です。

　詳細については，7ページ「14共同大学院」をご覧ください。

2　出　願　資　格

　次のいずれかに該当する者

　（1）修士の学位又は専門職学位（学校教育法第104条第1項の規定に基づき学位規則（昭和28年

　　文部省令第9号）第5条の2に規定する専門職学位をいう。以下同じ。）を有する者及び平成28

　　年3月31日までに修士の学位又は専門職学位を取得見込みの者

　（2）外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び修士の学位又は専

　　門職学位に相当する学位を平成28年3月31日までに取得見込みの者

　（3）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国においで履修し，修士の学位又は専門職

　　学位に相当する学位を授与された者及び修士の学位又は専門職学位に相当する学位を平成28年

　　　3月31日までに取得見込みの者

　㈲　我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位

　　置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修士の

　　学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び修士の学位又は専門職学位に相当する学

　　位を平成28年3月31日までに取得見込みの者

　（5）国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51

　　年法律第72号）第1条第2項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決議に基づき設立

　　された国際連合大学の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された者及び修士の学位

　　に相当する学位を平成28年3月31日までに取得見込みの者

　（6）外国の学校，第四号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し，大学院設
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　置基準第16条の2に規定する試験及び審査に担当するものに合格し，修士の学位を有する者と

　同等以上の学力があると認められた者

（7）文部科学大臣の指定した者

①　大学を卒業し，大学，研究所等において，2年以上研究に従事した者で，大学院において，

　当該研究の成果等により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

②外国において学校教育における16年の課程を修了した後，又は外国の学校が行う通信教

　育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における16年

　の課程を修了した後，大学，研究所等において，2年以上研究に従事した者で，大学院にお

　いて，当該研究の成果等により，修士の学位を有する者と同等以上の学力かあると認めた者

（8）本学大学院において，個別の入学資格審査により，修士の学位を有する者と同等以上の学力が

　あると認めた者で，平成28年3月31日までに24歳に達したもの

注1：出願資格（6）により出願する者は，9ページの咄願資格（6）の出願について」を参照してください。

　2：出願資格⑦により出願する者は，9ページの咄願資格（7）の出順について］を参照してください。

　3：出願資格（8）により出願する者は，10ページの咄願資格（8）の出願について」を参照してください。

3　出　願　期　間

　　　【第1次募集】平成27年7月13日（月）～7月16日休）

　　　【第2次募集】　平成28年1月19日（火）～1月22El園

　　　出願書類等の受付時間は，9：00から16：00までとします。郵送出願の場合は，書留速達郵便で

　　出願期間最終日の16：00必着とします。

4　出　願　手　続

川　出願書類等の提出

　　　入学志願者は，次の書類等を取りそろえ，所定の期日までに本学入試室に提出してください。

　　　出願にあたっては，あらかじめ指導を希望する教員と研究内容や出願について相談してください。

　　郵送出願する場合は，書留速達郵便とし，封筒の表面には，「大学院（博士後期課程）入学願書在中」

　　と朱書きしてください。

　　　なお，海外から出願する場合は，入試室に問い合わせください。
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（2）出願書類等

出　願　書　類 注　　意　　事　　項

①
入学願書・履歴書・受

ｱ票（本学所定の用紙）

入学願書には，正面，上半身，無帽のもので，出願前3か月以内に

B影した縦4cm×横3cmの写真を全面のり付けしてください。

②
志望理由書
i本学所定の用紙）

噂攻の志望理由」及び「大学院入学後，研究したいテーマ・内容」

�e100字程度で記入してください。

③
成績証明書（大学院）

iコピー不可）

出身大学院が作成した博士前期課程又は修士課程の成績証明書を
�oしてください。

④
成績証明書（学部）

iコピー不可）
出身大学が作成した成績証明書を提出してください。

⑤
学位取得（見込）証明書

iコピー不可）
出身大学院が作成したものを提出してください。

⑥
修了（見込）証明書
iコピー不可）

出身大学院が作成したものを提出してください。

⑦ 修士論文の写し 修士を持っている者は，修士論文の写しを提出してください。

⑧
研究経過の概要
i本学所定の用紙）

修士を持たない者は，これまでの研究経過の概要（1，500文字程度）

��oしてください。

⑨
研究論文，技術報告，特

幕yび実用新案の写し

　　　　　　　　　　　　　　　〉
Y当者のみ提出してください。

⑩ 入学検定料

30，000円

汳阯ｿは，11ページの「検定料の払込方法」を参照の上，払い込
�ﾅください。

ｦ平成28年3月に本学博士前期課程を修了する見込みの者の検定

料は不要です。

⑪
受験票送付用封筒

i郵送出願する者のみ）

市販の封筒（長形3号，23．5cm×12cm）に，郵便番号，受信場所，氏

ｼを記入し，郵便切手（362円）を貼り付けて下さい。

⑫
連絡用シール
i本学所定の用紙）

入学願書に記載してある「受信場所」と同一の住所を記入してく
ｾさい。

⑬ 住民票の写し

外国人は，在留資格及び在留期間が記載された住民票の写しを提
oしてください。在留資格を有しない者は，パスポートの写しを提

oしてください。

（3｝　差i三意事工頁

　①記入にあたっては，各票とも黒のインク又はボールペン（消える筆記具は不可）を使用し，か

　　い書で明瞭に記入してください。記入ミスをした場合は，ミスをした箇所に二重線を引き，余白

　　に正しく記入してください（訂正印は不要です）。

　②各証明書については，日本語・英語以外で書かれたものは，日本語又は英語の訳文を添付して

　　ください。

　③出願書類等の不備なものは，受理しません。

　④　提出後，出願書類等の返還及び記入事項の変更は，認めません。

　⑤既納の検定料は，返還しません。

　⑥出願書類等に虚偽の事項を記入したことが判明した場合は，入学後でも入学を取り消すことが

　　あります。

⑦本学入学者選抜に用いた個人情報については，「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に

　　関する法衛に基づいて，次のとおり取り扱います。
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ア　今後の入学者選抜に係る調査・研究のために利用します。

イ　入学者選抜及び上記アの利用に当たっては，守秘義務等を締結した業者（以下「業者」という。）

　に一部を委託する場合があります。

　　この場合，この業者に対して委託した業務の範囲内で，個人情報を提供します。

ウ　入学者については，入学者選抜に用いた個人情報を学籍などの教務関係及び学生支援関係に

　関する業務を行うため利用します。

5　受験票の交付

　　出願書類等を持参した者には， その場で交付します。また，郵送出願した者には，郵送します。

6　障害を有する入学志願者との事前相談

　　本学大学院に入学を志願する者で，学校教育法施行令第22条の3に定める障害のある者又はそ

　の他の障害がある者で，受験上及び修学上の配慮を必要とする者は，出願の前に，下記により相談

　　してください。

ω　相談の時期及び方法

　　　【第1次募集】平成27年6月30日㈹まで

　　　【第2次募集】平成27年12月25日園まで

　　　上記の期限までに相談する内容を文書又は電話等で連絡してください。必要な場合は，本学に

　　おいて志願者又はその立場を代弁し得る出身学校関係者等との面談等を行います。

（2｝連　　絡　　先

　　　8ページの「17問い合わせ先」にお願いします。

7　入学者選抜方法

　　入学者の選抜は，口述試験面接，修士論文等の審査及び成績証明書を総合して判定します。

川　入学者選抜

　　個別に，次の事項について審査します。

　　①　口述試験

　　　　提出された修士論文等（4ページ，4（2＞の⑦及び⑧）について，プレゼンテーションを行い，

　　　研究内容及び専門知識について質問します。共同ナノメディシン科学専攻については，英語及

　　　び専門部門に関する口頭試問についても実施します。

　　　　詳細については，受験票とともに送付します。

　　②　面　　接

　　　　研究意欲，人物等

（2）選考時期

　　　【第1次募集】平成27年8月24日㈲

　　　【第2次募集〕平成28年1月29日翻

8　試　　験　　場

　　名古屋工業大学

　　詳細については，受験票送付の際にお知らせします。
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9　合格者発表及び入学手続

｛1）次の日時に本学ホームページ（http：／／www．nitech．ac．jp／）上に合格者の受験番号を掲載すると

　　ともに，合格者に合格通知を送付します。

　　　　【第1次募集】平成27年9月4日園　10：00

　　　　【第2次募集〕平成28年2月9日㈹　15：00

　　　なお，電話による問い合わせには一切応じません。

　　　また，受験票は入学手続時に必要なため，それまで必ず保管してください。

｛2｝入学手続の詳細については，平成28年2月下旬に合格者に通知します。

10　入学手続時に必要な経費

入　　学　　料 282，000円（予定額）

授　　業　　料 年額 i掌響｛㌶；1；：㌶

注1：平成28年3月に本学博士前期課程を修了した者の入学料は不要です。

　2：入学料及び授業料については，入学時及び在学中に改定が行われた場合には，新入学料及び新授

　　業料が適用されます。

　3：授業料は，希望により前期分を納入の際に後期分も併せて納入できる制度があります。

　4：授業料（前期分）を入学手続時に納入しない場合は，平成28年4月1日θから4月28目㈱ま

　　でに納入してください。

　5：既納の入学料及び授業料は，返還しません。ただし，授業料については，入学手続完了者が平成

　　28年3月31日㈱までに入学を辞退した場合には，納入した者の申出により当該授業料相当額は，

　　後日返還します。

　6：入学料及び授業料については，徴収猶予又は免除する制度があります。

11入　試　情　報

　　　平成28年度大学院博士後期課程に係る入試情報は，次の内容を開示します。

　　　（1）出願状況等

　　　　　志願者数受験者数合格者数入学者数を本学ホームページおよび入試室窓口で提供します。

　　　（2）試験成績

　　　　①受験者本人の申請に基づき，次の事項を開示します。

　　　　　　総合評定（A，B，　C）

　　　　　　ただし，入学者選抜において，欠席により選抜の対象外となった場合は，開示されません。

　　　　②　申請方法等

　　　　　ア　申請期間

　　　　　　　【第1次募集】平成27年9月7副月〉～9月25日園

　　　　　　　【第2次募集）平成28年2月15日（月）～2月26日樹
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　イ　申請方法

　　　入試室窓口又は郵便で，「試験成績請求願」（本学指定の用紙）に，受験票及び成績送付

　　　用封筒（市販の角形2号封筒に，郵便番号，住所及び氏名を明記し，280円分の切手を

　　　貼付したもの）を添えて申請してください。

　　　なお，郵便で申請する場合は，事前に入試室まで連絡してください。

③　開示方法

　　　【第1次募集〕平成27年10月上旬に申請者本人に郵送します。

　　　【第2次募集〕平成28年4月上旬に申請者本人に郵送します。

12　各専攻の研究分野

　　入学願書の中の志望専攻名，分野名（共同ナノメディシン科学専攻については部門名）及び教員名

　　の記入に当たっては，別冊吠学院工学研究科（博士後期課程）担当教員一覧」を参照してください。

13　課程の修了の認定及び学位の授与

　　原則として博士後期課程に3年以上在学し，10単位以上（共同ナノメディシン科学専攻にあっ

　　ては26単位以上）を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に

　　合格した者には，下記の学位が授与されます。

　　なお，共同ナノメディシン科学専攻にあっては，修了に必要な26単位以上のうち，10単位以上

　　を相手大学の開講科目から修得しなければなりません。

学位の名称 専攻分野の名称

博士
　　　工学

@　　学術
iノメディシン科学

14　共同大学院
川　共同して教育課程を構成する大学院（共同大学院）とは

　　複数の大学が連携して教育研究資源を最大限に活用し，地域の活性化への貢献や新たな学際的・

　　先端的領域への先導的な対応を可能とする質の高い教育研究を推進するため，共同で教育課程を実

　施し，連名で学位授与を可能とする仕組みを利用した大学院です。

（2）本共同大学院の主な特徴

　①名古屋工業大学と名古屋市立大学の連名による学位が授与されます。

　②名古屋工業大学と名古屋市立大学の両大学に在籍することになりますが，主として研究指導を

　　担当する専任教員（主指導教員）が在籍する大学に本籍を置き，当該大学の他の学生と同様の

　　サービスを受けることができます。また，「本籍を置かない」大学でも図書館利用などのサービ

　　スを受けることができます。ただし，一部，各大学の事情により利用できない施数等がある場合

　　があります。

　③本籍を置いた大学以外の構成大学の教員（副指導教員）からも研究指導が受けられる体制とな

　　　ります。

　④　名古屋工業大学と名古屋市立大学の両大学で開講する共同大学院の講義を受講することになり

　　ます。
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オロw－■・・一一巨x・・一一”否樽“丙斑・ロ頃・一一一鋼購一＾胤“鱒・・＝＝一一一・声一ロー・一一．ひ扉愉x．ww一垣白一・一一一■一一声一吟．怜培聯民一錆一西恒m西否埼轟祢・一錫一・一魯”吟禄已一・・、
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i重要なお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1　　（1）出願大学，受験大学，本籍を置く大学について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ

1　　　名古屋工業大学に所属する専任教員を主指導教員とする場合は，名古屋工業大学へ出願　1
オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

1　　　し，名古屋工業大学において入学者選抜試験を受験することとなります。この場合，入学後　1
エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　　　に本籍を置く大学は，「名古屋工業大学」となり，入学手続，授業料等の納付，奨学金の申　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ

1　　　請等に関して，名古屋工業大学の学生として取扱います。　　　　　　　　　　　　　　　1
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　　　なお，名古屋市立大学に所属する専任教員を主指導教員とする場合は，名古屋市立大学に　1
オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1　　　出願し，名古屋市立大学において入学者選抜試験を受験することとなります。　　　　　　　1
カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i　（2）本共同ナノメディシン科学専攻において，名古屋工業大学と名古屋市立大学を併願する　i
オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

1　　　ことはできません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

15　奨　　学　　金

　　　El本学生支援機構奨学金の貸与を希望する者には，選考の上，奨学金が貸与されます。

］6　安全保障輸出管理について

　　　名古屋工業大学では，「外国為替及び外国貿易法」に基づき，略古屋工業大学安全保障輸出管理

　　規程」を定め，外国人留学生の受入れに際し厳格な審査を実施しています。

　　　規制事項に該当する場合は，希望する教育が受けられない場合や研究ができない場合があります

　　ので，注意してください。

　　　【参考】「名古屋工業大学安全保障輸出管理規程］

　　　　　　　　　http：／／kisoku．web．nitech．ac．jp／houki／204042．htm

17　問い合わせ先

　　　この学生募集要項に関する照会は，Eメール又は電話等で行ってください。

　　　　　　　　　　　　　　ごきそちょう
〒466－8555　名古屋市昭和区御器所町

　　　　　　　名古屋工業大学　入試室

　　　　　　　電話052（735）5083

　　　　　　　FAXO52（735）5084
　　　　　　　Eメール　nit．nyushi＠adm．nitech．ac．jp

一8一



出願資格（6）の出願について

1　出願資格（6）に定める吠学院設置基準第16条の2に規定する試験及び審査に相当するものに
　合格し，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者」は，「博士論文研究基

　礎力審査」に相当する審査に合格した者です。

　　「博士論文研究基礎力審査」とは次の（1）及び（2）の試験及び審査をいいます。

　（∋　専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力並びに当該専攻分野に関連する分野の基礎的素

　　養についての試験

（2）博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必要な能力についての審査

2　出願資格（6＞により出願する者については，名古屋工業大学大学院工学研究科において入学試験

　出願資格認定審査を行います。

3　前記2の審査を受ける者は，4ページの「4（2）出願書類等」に示す①，②，③，⑧，⑫に加え，

次に示す書類を入試室に提出してください。

　　【第1次募集】平成27年6月22日旧）16：00まで
　　【第2次募集】平成27年12月18日園　16：00まで
　・博士論文研究基礎力審査に相当する審査に合格したことの証明

　・当該審査の合格の基準

　・当該審査の合格と当該大学における修士の学位の授与要件の関係を示す資料

　・当該審査に合格した者と当該大学に編入学した他の大学の修士の学位を有する者の当該大学に

　　おける博士の学位を授与するプログラムにおける取扱いの関係を示す資料

　・入学試験出願資格認定審査調書（本学所定の用紙）

4　審査の結果は，本人に連絡します。

　　【第1次募集】平成27年7月3日樹
　　【第2次募集】平成28年1月8日●
5　出願資格を認められた者は出願書類を受理しますので，検定料を11ページの「検定料の払込
方法」のとおり払い込み，4ページ「4（2）出願書類等」のうち，未提出の書類を取り揃え，出願

期限までに入試室へ提出してください。

6　審査等書類の提出期限に遅れた場合は，審査等書類は受理しません。

出願資格（7）の出願について

1　出願資格（7＞に定める「文部科学大臣の指定した者」は，次の（1汲び（3）又は，（2）及び（3）の要件を

　満たす者です。

（1）大学を卒業し，大学，研究所等において，2年以上研究に従事した者

（2）外国において学校教育における16年の課程を修了した後，又は外国の学校が行う通信教育

　　における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における16年の

　　課程を修了した後，大学，研究所等において，2年以上研究に従事した者
（3）著書，学術論文，学術講演，学術報告，特許などにおいて修士学位論文と同等以上の価値が

　　あると認められる業績を有する者

2　出願資格（7）により出願する者については，名古屋工業大学大学院工学研究科において入学試験

　出願資格認定審査を行います。

3　前記2の審査を受ける者は，4ページの「4（2）出願書類等］に示す①，②，⑧，⑨，⑫に加え，

次に示す書類を入試室に提出してください。

　　【第1次募集】平成27年6月22日（月）16：00まで
　　【第2次募集】平成27年12月18日園　16：00まで
　・学部の成績証明書

　・学部の卒業証明書

　・入学試験出願資格審査認定調書（本学所定の用紙）

4　審査の結果は，本人に連絡します。

　　【第1次募集】平成27年7月3日●まで
　　【第2次募集】平成28年1月8日園まで
5　出願資格を認められた者は出願書類を受理しますので，検定料を11ページの「検定料の払込
方法」のとおり払い込み，4ページ「4（2）出願書類等」のうち，未提出の書類を取り揃え，出願

期限までに入試室へ提出してください。

6　審査等書類の提出期限に遅れた場合は，審査等書類は受理しません。

一9一



出願資格（8）の出願について

1　出願資格（8）に示す「本学大学院において，個別の入学資格審査により，修士の学位を有する者

　と同等以上の学力があると認めた者で，平成28年3月31日までに24歳に達するもの」の範囲は，
　（1）又は（2）の要件を満たす者です。

　（1）大学を卒業した後，科学・技術関係分野で2年以上の業務経験を有し，著書，学術論文，学

　　術講演，学術報告，特許などにおいて修士学位論文と同等以上の価値があると認められる業績

　　を有する者

　（2）短期大学，高等専門学校，専修学校，各種学校の卒業者及びその他教育施設の修了者等で，

　　個別の学習歴や実務経験・国際的活動経験等の実務を有する者

2　出願資格（8）により出願する者については，名古屋工業大学大学院工学研究科において入学試験

　出願資格認定審査を行います。

3　前記により審査を受ける者は，4ページの「4（2）出願書類等］に示す①，②，⑧，⑨，⑫に加え，

　次に示す書類を入試室に提出してください。

　　【第1次募集】平成27年6月22日（月）16：00まで
　　【第2次募集】平成27年12月18日園　16：00まで
　　上記］一（1｝により審査を受ける者

　　・学部の成績証明書

　　・学部の卒業証明書

　　・入学試験出願資格審査認定調書（本学所定の用紙）

　　上記1－（2）により審査を受ける者

　　・最終学校等の成績証明書

　　・最終学歴の卒業証明書又は修了証明書

　　・出身学校の学校概要・カリキュラム等教育課程が明らかになる資料

　　・入学試験出願資格認定審査調書（本学所定の用紙）

4　審査の結果は，本人に連絡します。

　　【第1次募集】平成27年7月3日働まで
　　〔第2次募集】平成28年1月8日園まで
5　出願資格を認められた者は出願書類を受理しますので，検定料を11ページの険定料の払込
　方法」のとおり払い込み，4ページ「4（2）出願書類等」のうち，未提出の書類を取り揃え，出願

期限までに入試室へ提出してください。

6　審査等書類の提出期限に遅れた場合は，審査等書類は受理しません。
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